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１．概要
　2014年は、専任スタッフ８名（鈴木呼吸器内科部長、権田アレルギー内科部長、竹山副部長、菅沼副
部長、真下副部長、安井、三竹、高橋医師）で入院と外来患者の診療を行った。日本呼吸器学会、日本
アレルギー学会、日本呼吸器内視鏡学会の教育認定施設として、専門医の育成に努めているとともに、
地域がん診療拠点病院として東三河地区での医療を行っている。
　患者のQOLや満足度を重視し、エビデンスに基づいた治療に心掛けて、定期的に、呼吸器外科、放
射線科とのカンファレンスを行い、診断や治療の検討をしている。
　スタッフ一同、関連学会の指導医、専門医の資格を有し、認定施設として、後輩の育成にあたるばか
りでなく、診断能力や治療成績の向上を目指して、名古屋大学呼吸器内科と密接に連携し、教育や研究
に努めている。

（部長　権田　秀雄）

呼吸器内科・アレルギー内科

肺炎 1,080件（24.5％）

気管支及び肺の悪性新生物
379件（8.6％）

急性気管支炎 370件（8.4％）

慢性閉塞性肺疾患 370件（8.4％）

喘息 335件（7.6％）

間質性肺疾患 263件（6.0％）

その他の気管支炎 211件（4.8％）

気道からの出血 175件（4.0％）

呼吸不全 156件（3.5％）

その他の非結核性抗酸菌による
感染症 116件（2.6％）

その他 945件（21.6％）

誤嚥性肺炎 145件（13.4％）

肺炎球菌肺炎 50件（4.6％）

ニューモシスチス肺炎 42件（3.9％）

インフルエンザ 33件（3.1％）
その他 20件（1.9％）

病原体不詳の肺炎 790件（73.1％）

●疾患別頻度

●疾患別頻度（肺炎）

総件数：4,400件

総件数：1,080件
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●科指定５疾患

疾　患　名 件　数（件） 疾　患　名 件　数（件）
１ 肺炎 １, ０８０ ４ 間質性肺炎 ２５９
２ 気管支喘息 ３５７ ５ 慢性閉塞性肺疾患 １９２
３ 肺癌 ３３９ 計 ２, ２２７
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学会発表（医局）
＜呼吸器内科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1 当院で経験した気道異物小児４
例、成人７例の検討 筆頭演者 菅沼　伸一 第37回日本呼吸器内視鏡学会

学術集会 2014/4/15

2 当院における高齢者肺癌の治療成
績についての検討 筆頭演者 安井　裕智 第55回肺癌学会学術集会 2014/11/15


